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安全上のご注意 

施工に当たっては、この「安全上のご注意」項の全てをよくお読みの
上、指示に従って正しく施工してください。 
ここに示した注意事項の表示と意味は次のようになっています。 

安全に関係する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。 
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！ 注意 
この表示を無視して誤った取扱をすると、施工者が傷害
を負う可能性が想定される場合、および物的損害の発生
が想定される場合を表しています。 

 



架橋ポリエチレン管の特徴 （６）優れた耐食性 
酸・アルカリなどの薬品に優れ
た耐食性を示し、錆の心配があ
りません。 （１）衛生的で安全 

化学的に安定していますので、水質に
影響を及ぼさない安全なパイプです。 

（７）優秀な耐塩素水性 
水道水に含まれている塩素にも、
優れた耐食性を持っています。 

（２）優れたパイプ強度 
水道用はもちろん、給湯用として長期
間使用できます。 

（３）優れた耐環境劣化 
プラスチック材料の欠点とされる環境
応力亀裂（ESC）に対し、優れた性能を
有し、長期にわたって安心してご使用
いただけます。 

（８）広い使用温度範囲 
耐寒性、耐熱性に優れています。 

（４）強いパイプクリープ特性 
長期にわたってパイプ内に圧力をかけ
たまま放置した場合に起こる塑性変形 
量（クリープ現象）が小さく、破損しにく
い材質です。 

（９）スケールが付着しにくい 
パイプの内面は、非常に平滑で
摩擦抵抗が小さく、スケールが
付着しにくい配管です。 

（５）軽くて柔軟、施工が簡単 
材質自体が軽量、柔軟です。取り扱いや
すく、パイプは長尺ですので、中間接続
が不要になり、施工が極めて簡単です。 

（10）優れた電気絶縁性 
電気絶縁性に優れていますの
で、金属管のような電食の心配
がありません。 
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１ 
 



20 27.0 （21.3） 2.85 

 
 

PN15 
 

10 13.0 （9.2） 1.90 

13 17.0 （12.2） 2.40 

16 21.5 （15.6） 2.95 

20 27.0 （19.9） 3.55 

架橋ポリエチレン管の規格 （２）一般用架橋ポリエチレン管（JIS K6769） 

管寸
 

（単位：mm） 

（１）水道用架橋ポリエチレン管（JIS K6787） 

使用圧力0.75MPa 以下の屋内配管用 （単位：mm） 

注：Ｍ種は単層管、Ｅ種は二層管で、Ｅ種の内径は、近似内径
で参考値です。 

注：Ｍ種は単層管、Ｅ種は二層管で、PN10 は最高使用圧力 
1.0MPa、PN15は1.5MP（a いずれも水温20℃）を意味します。 
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種類 
 

呼び径 
 

外径 
 

内径 
 

厚さ 
 

Ｍ 
種 

10 
13 
16 
20 

13.0 
17.0 
22.0 
27.0 

9.8 
12.8 
16.8 
21.2 

1.60 
2.10 
2.60 
2.90 

Ｅ 
種 

 

10 
13 
16 
20 

13.0 
17.0 
21.5 
27.0 

（9.2） 
（12.2） 
（15.6） 
（20.5） 

1.90 
2.40 
2.95 
3.25 

 
呼び径 

 
外径 

 
内径 

 
厚さ 

 

 

 

 

Ｍ 
種 

PN10 
 

16 21.5 17.3 2.10 

20 27.0 21.9 2.55 

 
 

PN15 
 

10 13.0 9.8 1.60 

13 17.0 12.8 2.10 

16 21.5 16.2 2.65 

20 27.0 20.5 3.25 

Ｅ 
種 

 
PN10 

 

16 21.5 （16.7） 2.40 

 

２ 
 



！  架橋ポリエチレン管の取扱上の注意 （３）施 工 
1）管の最小曲げ半径は
右表の数値以上とし、
それ以上小さく曲げ
ないでください。 

（１）保 管 
1）直射日光の当た
らない場所に保
管してください。 

   
2）管の切断は樹脂管カッ
ターなどを使用し、
カッターナイフの使用
は避けてください。 

2）管をコンクリートの床に置く
場合は、床の上にクギ・突起
物・段差等がないことを確
認のうえ、段ボールやベニア
等を置いてください。 

火の粉注意 

3）管をさや管に通管し
た後にさや管を切断
する場合は、必ず、さ
や管カッターを使用
し、管に傷を付けない
ようにしてください。 

3）架橋ポリエチレン管の保管場
所では火を使用しないでく
ださい。 

4）保管場所に溶剤、ペンキ等を
置かないでください。 

4）ヘッダー又は水栓器具を取り付けるまでに時間がある場
合は、ビニールテープ等を巻いて管内部にゴミ、異物が入ら
ないように養生してください。 

（２）運 搬 
1）管は引きずると傷つきやす
いので必ず持ち上げて運搬
してください。 

5）水栓器具を取り付ける時には、管のビニールテープを巻
いた部分を切断してから取り付けてください。 

6）防振用の軟質塩ビコーティングバンド類を直接架橋ポリ
エチレン管に接触させないでください。 2）管の投げ出しは、絶対に行わないでください。 
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呼び径 最小曲げ半径 
10 150mm 
13 150mm 
16 200mm 
20 300mm 

 
   

 

３ 
 



さや管ヘッダーシステム 給水 

ヘッダ

 

給湯器 

給水 

（１）さや管ヘッダーシステムの概要 
1）この配管システムは、集合住宅または戸建住宅などに適
用されます。 

給水 

2）配管は、給水用および温度 95℃以下の給湯用に使用さ
れます。 

給湯ヘッダー 

給水管 

給湯管 

便器 

3）さや管は、電気の合成樹脂製可とう電線管を応用し、さ
らに強度を向上させています。 

4）個々の水栓器具への給水・給湯の分配は、ヘッダー（分岐
管）で行います。 洗面

 
洗濯機 

5）水栓器具とヘッダーは、それぞれ直結した配管で接続さ
れ、途中継手による接続がありません。 

6）さや管ヘッダーシステムはさや管を色で分け、給水管用
をブルー、給湯管用をピンクとして識別します。 

浴槽 

架橋ポリエチレン管 さや

 
台所流
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！ 注意 
規定の温度・圧力範囲内で使用してください。規定の温
度・圧力範囲外での使用は機能低下や破損の原因とな
ります。 

 

４ 
 



（2 ）さや管の敷設 
1）敷設場所 

3）支持・結束 
①床ころがし配管 
さや管は、スラブなどの床面に横揺れや浮き上がりが生
じないように支持固定してください。 

曲がり部の起点 

曲がり部の終点

支持金具 

1000mm以内 

1000mm以内 2）最小曲げ箇所数と曲げ半径 
曲げ数、曲げ半径、さや管の関係（消音テープ使用の場合） 

②埋設配管 
配管はできるだけ短距離にし、蛇行配管にならないよう
に下筋へ結束してください。曲がりは出来るだけ大きくな
るように固定してください。 

注：①ただし、配管長さ15ｍ以下を目安にしてください。 
②曲げ角度は、90度以上にしてください。 
③さや管 36 の場合は、特に不陸や横振れが生じ
ないように施工に十分注意してください。 

90度以上 
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！ 注意 

 

水撃などにより、配管内での音鳴り
や振動による騒音が発生する恐れが
あります。さや管の固定・水栓器具
の取扱いは使用条件及び取扱説明書
を確認の上、施工してください。 

       

 

 
     

 

      

 

 
      

300mm以
内

 

結束位置 支持間隔 
直  線 部 500mm 以内 
曲がり部 300mm 以内 

 
500mm以内 500mm以内 500mm以内 

  

支持位置 支持間隔 
直  線 部 1000mm 以内 
曲がり部 300mm 以内 

床下 
（ころがし配管） 

 

軽量コンクリート内 
（埋設配管） 

 

配管ピット内 
 

スラブコンクリート内 
（埋設配管） 

 
  

  

 

 
 

 

架 橋 ポ リ
エチレン管 適応さや管 曲げ数の目安 

曲げ半径
の  目   安  

立ち上がり曲げ
半 径 の 目 安 

10 22 

５箇所
以下 

 

450mm 
 

150mm 
 13 22、25 

16 28、30 600mm 250mm 

20 36 900mm 350mm 

６箇所以下
 

300mm以内 

 



4）配管順位について 
・他業種との打ち合せを行い、給水・給湯用のさや管を
優先してください。 

・口径の大きいものを優先してください。 
・電線管用 CD 管より先に敷設し、下筋の上に横振れや
浮き上がりのないように真っすぐ施工してください。 

6）梁伏せ越し及び段差部の配管 
・梁伏せ越しや段差部は緩やかな曲げ配管を行ってく
ださい。 

・梁伏せ越しや段差部は必ず添筋で補強してください。 

緩やかな乗り越え 
梁伏せ越

 
電線管用CD 管 

急激な曲げにしない 

緩やかな配

 

さや

 

5）交錯配管について 
・やむを得ない場合を除き、出来るだけ交錯配管は避け
てください。 

・交錯配管をする場合は、口径の小さい方を上側にして
ください。 

・埋設配管では、交錯部は必ず添筋で補強してください。 

7）急激な曲げや横振れ配管について 
・急激な小さな曲がりや横振れ配管は避けてください。 

良い

 
良い

 

添筋 

悪い

 

悪い

 悪い
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8）立ち上がり部近くでの曲げ配管について 
・さや管の立ち上がり部手前 500mm 以内には曲げ配管は
しないでください。 

10）さや管立ち上がり部の養生について 
・立ち上がり部は、さや管が壊されたり潰されたりしやすい
ので、他業種との打ち合わせを十分に行ってください。 

・水栓下部付近で立ち上げたい場合は、調整サポートま
たは鉄筋補強で行います。なお、調整サポートを使用の場
合は、コンクリート養生後すぐに切り取ったほうがさや管
のやりとりができるので、他業種に壊される心配があ
りません。 

・水栓付近に立ち上げ、そこからさや管の延長をする場
合はボイド管または逆さエンドを用います。なお、やり
とりを考え、立ち上げ位置は水栓下部よりおよそ 
500mm ずらした位置に立ち上げてください。 

9）さや管の両端末養生について 
・さや管の両端末は端末キャップを使って、コンクリート・
ノロ・ゴミなどの侵入を防止してください。 

端末キャップ 

固定用サドル 

送りカップリング 端末キャップ 

ボイド管または逆さエンド 
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（3）水栓ボックスの取り付け 
1）間仕切り壁への取り付け 

2）コンクリート壁（埋設）への取り付け 

（例） 
水栓ジョイントボックス 

2 号スタッ

 

水栓 
当て

 
（例１）スペーサー 

水栓 

スペーサー 
番線 

（φ3 
m
／ 以下） m 

ロックリング 

φ56 

仕上げ

 

φ56 水栓レン

 

水栓エル

 
さや

 
スタットボルト 

（W ／3 8） 
さや

 

①水栓ボックスの取り付け口に、仕上げの壁厚に応じ、水栓ス
ペーサーをはめ込み、壁を仕上げます。 

固定台座 

①２号スタットを組み込んだ水栓ボックスに番線等を通
し、壁筋に仮固定します。 

②壁枠を取り付け、スタットボルトで水栓ボックスを引っ張
り固定し、コンクリート打設後、２号スタットを取り外し
ます。 

当て木 

（上の場合） （例２） 当て木 

（横の場合） 

木ねじ

 固定台

 
水栓ボックス本体 

ささやや管接続用コネクター 
壁穴 

φ56  
壁板 

①「水栓側」という矢印を蛇口側へ向けて、固定台座を当て木
へ取り付けます。 

②水栓ボックス本体を固定台座の「水栓側」から、カチッと音
がするまで差し込みます。 
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さや

 

 

φ56 

仕上げ壁 

φ56 



3）ユニットバスへの取り付け 4）床立ち上げ 
固定リング 

（例１） （例
 

たて型 

水栓ジョイント 

さや管 

3 分ボルト 

サポートバー 

①固定座金、３分ボルト、調整座金、サポートバーを使用し、固
定リングの上端が仕上げ面と同じ高さになるように調整
し、固定します。 
なお、床上げ高さは190mm 以上の場合です。 バックハンガー 

さや

 

①ユニットバス壁パネルの裏に、水栓ボックスを取り付けるた
めの取付板及びバックハンガーに取り付けます。 

（例２） 

取付板 

ユニットバス壁材 

木ねじ

 

さや

 

①ユニットバス壁パネルの裏面に取付板として、木板等を接着
剤等を用いて取り付けます。 

②水栓ボックス本体を取付板に取り付けます。 
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さや管接続用コネクタ 

壁穴φ56 

水栓ジョイント

ボックス 

φ56㎜の穴を 

あけます。 

水栓ボックス本体 

 



水栓ボックス用継手の施工（壁） 
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① 

 

 
 
 

架橋ポリエチレン管 

 

 
 
② 

 

継手 

 

 
 
③ 

 

スパナ 水栓ジョイントボックス 

水栓レンチ 

  

ロックリング      水栓レンチ 

 

 
 
④ 

 

 
 

ロックリング 

 
 

 

水栓レンチ 水栓レンチ 

 

⑤ 
 

防水リング 
水栓

 

ロックナット 

 

               

水栓スパナ 

 

作業手順 作業方法 
 
①通管 

 

 
架橋ポリエチレン管を水栓ボッ
クスより引き出し、先端を管軸に
対し直角に切断してください。 

 

 
②管と継手の接続 

 

 
架橋ポリエチレン管と継手を接
続してください。 

 

 
③継手をボックス内
へ戻す 

 

 
架橋ポリエチレン管をヘッダー
側へ押し込み、継手をボックス内
に戻してください。 

 

④継手の固定 
 

継手を押し付けながらロックリン
グを取り付けた後、水栓レンチを
エルボから外し、水栓レンチを逆
にしてロックリングを固定して
締め付けてください。 

 
⑤水栓取り付け 

 

 
継手に防水リングをはめ、水栓
スパナでロックナットを締め付
け、水栓を取り付けます。 

 

 



水栓ボックス用継手の施工（床） 
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① 

 

固定リング 

 

継手 

たて型 樹脂管 

水栓ジョイント 

 

 
 
② 

 

 
 

継手 

スパナ 

 

 
③ 

④ 

⑤ 
 

固定リング  水栓レン

チ
溝 水栓レンチ 

 
固定リング 

 

 
 
⑥ 

 

化粧パイプ
 

化粧パイプ
 

わん座
 

わん座 

調整座金 

たて型水栓ジョイント 

固定座金 

 

作業手順 作業方法 

①固定リング
取り外し 

 

水栓ボックスの固定リングと継
手を取り外し、ヘッダー側から
架橋ポリエチレン管を押し込
み、水栓ボックスから架橋ポリエ
チレン管を引き出し、先端を管
軸に対し直角に切断します。 

 

 
 
②管と継手の接続 

 

 
 
架橋ポリエチレン管と継手を接
続してください。 

 

③水栓レンチの
取り付け 

 

水栓レンチに固定リングを通し
てから、継手に水栓レンチをね
じ込みます。 

④固定リングの
取り付け 

 

継手の突起部を水栓ボックス内
の溝に押し込み、水栓レンチで
継手を押さえて芯を出し、固定
リングを取り付けます。 

⑤固定リングの
締め付け 

 

水栓レンチを継手から外し、水
栓レンチを逆にして固定リング
を締め付けます。 

⑥化粧パイプの
取り付け 

化粧パイプにわん座をはめ、継
手にねじ込みます。 

 

 

 
 

 

 

 

 



（4）架橋ポリエチレン管の通管 
1）通管時の注意事項 
①架橋ポリエチレン管の通管は原則として、釘打ちの終
わった後に行ってください。 

2）通管手順と作業ポイント 
①さや管内の清掃 
さや管の端部は、確
実に養生し、内部をよ
ごさないことが第一
ですが、必要であれ
ば、ウエスにより清掃
します。 

ウエス（20×15cm 程度） 

②通管は押し込みを原則とします。通管が大変な場合は、押し
込みと引き込みの併用を前提としてください。通管ワイヤ
ーによる引き込みのみは、避けてください。 

③架橋ポリエチレン管が、ねじれない様に繰り出してください。 金具のボルトに通し 
中央部で結ぶ 

②先端部の加工 
架橋ポリエチレン管
の先端を斜めに切断
します。 

24 25   

 



③通管 
1. 通管方向 
原則としてヘッダー側か
ら水栓側に向かって通管
します。 

④通管後の養生 
1. さや管の端末部は浸
水防止及び、保温対
策としてシーリング
キャップ等で養生し
ます。 

養生方

 

2. 架橋ポリエチレン管の握
り位置は、さや管の端部
より押し込み分だけ離れ
た所を持って、押し込み
ます。 

⑤その他 
通管時はなるべくさや管を曲げずに通管し、通管後に立ち
上げるようにすると通管作業が楽になります。 

200～300mm 

仕上が

 3. 押し込み量は、１回で 200 
～300mm 位とします。 通管時 

4. 無理な押し込みで座屈した
管は必ず引き抜いて、新
たな管を通管し直してく
ださい。 

長く離れた所を 
持たないこと 
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3）埋設配管 
①コンクリート打設時の注意 
1. さや管敷設経路の鉄筋は上下筋とも正常位置になってい
るか確認してください。 

2. コンクリート打設時のバイブレーターや突つき棒の操作
には十分注意してください。 

3. さや管の踏みつけや、重量物による変形に注意してく
ださい。 

④ころがし配管 
1. さや管への釘打たれ 
床などさや管の近くに釘打ちが予
測されるところは、カバーなどで
保護をしてください。 

②コンクリート打設後、極力早めにテストランナー等でさ
や管の潰れ、不陸などを確認してください。 

引き戻し用ロープ   
又はスチール線 通管ワイヤー 

テストランナー 

2. 押し込みのみで通管出来ない場合
引張り治具を使用して押し込みに
引き込みを加えてください。 ③さや管の修正方法 

1. テストランナーが通らない時や、通過力が異常に大きい
場合には、早めに補修してください。 

2. 止むを得ずコンクリートのはつりをした後さや管を切断
して再接続した場合はカップリングなどの接続材料は、
防水タイプとして水などの侵入を防いでください。 
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（5）ヘッダーの取り付け 
1）ヘッダーの取り付け場所の選定 
ヘッダーはパイプシャフト内に設ける場合と、室内に設ける
場合があります。パイプシャフト内では、そのスペースを確保
することと、防火区画貫通方法を予め考えておきます。室
内に設ける場合は、専用スペースを確保します。 
いずれも、継手や管などの接続作業が出来るスペースを
確保してください（スペースは33 ページの図を参照して
ください）。 

3）ヘッダーとの接続方法 
①架橋ポリエチレン管Ｍ種の例 

手順及び作業内容 

1. ヘッダーに架橋ポ
リエチレン管用お
ねじアダプターを
接続します。 

固定具 保護カバー    ヘッダ

 

おねじアダプター 

シーリング 

キャップ 

2. シーリングキャップ
（遮熱キャップ） 
を架橋ポリエチレ
ン管にかぶせてく
ださい。 

               
2）管の接続時の注意事項 
ヘッダーと管の接続は、水栓ボックス側を先に接続して
から行ってください。 

さや管 
（架橋ポリエチレン管） 
 
固定具 3. おねじアダプター

と架橋ポリエチレ
ン管を接続します。 

4. さや管及びヘッ
ダーを固定します。 
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②架橋ポリエチレン管Ｅ種の例 4）ヘッダーのスペース 

ヘッダーのスペースは下記の寸法を目安として下さい。 

1. 分岐５か所の場合 手順及び作業内容 

1. ヘッダーに融着ソケットまたは融着レジューサーを取り
付け後、架橋ポリエチレン管を差し込んで融着します。 

幅 高
 

奥行 
500mm×400mm×150mm 
程度のスペースを設け
てください。 

ヘッダ

 

2. ヘッダー及びさや管を固定します。 

2. 分岐３か所の場合 
幅 高

 
奥行 

300mm×400mm×150mm 
程度のスペースを設け
てください。 

ソケット 固定具 保護カバ

 

5）保 温 
必要な場合は、保温カバー等でヘッダー、継手を保温してく
ださい。 

融着 

レジューサー 
      融着ソケット 

さや管 

（架橋ポリエチレン管） 

固定具 
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6）ヘッダーの納まり例 
①パイプシャフトでの納まり例
右図のように元ヘッ  
ダーの場合は、給湯器近
くのパイプシャフトや
オープンスペースに設
けます。 

なお隠蔽部に設置した場合は、点検や管の更新等を考慮
し下表の大きさ以上の点検口を設けてください。 

壁 

ヘッダ

 

（単位：mm） 

②室内での納まり例 
右図のように中間ヘッ
ダー（先ヘッダー）の場
合は、床下か、壁をふか
してヘッダースペース
を確保します。 

 

防火区画貫通措置方法はさや管ヘッダーシステム専用
の処理材を使用します（56頁参照）。 床（天井） 

ヘッダ
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口数 縦 横 

5口 400 500 

7口 400 600 

9口 400 700 

 



ヘッダーシステム 給水 

ヘッダ

 

給湯器 

給水 

（1）ヘッダーシステムの概要 
1）この配管システムは、集合住宅または戸建住宅などに適用さ
れます。 

給水 

2）配管は、給水用および温度95℃以下の給湯用に使用され
ます。 

給湯ヘッダー 

給水管 

給湯管 

便器 

3）個々の水栓器具への給水・給湯の分配は、ヘッダー（分岐
管）で行います。 

4）水栓器具とヘッダーは、それぞれ直結した配管で接続さ
れ、途中継手による接続がありません。 洗面

 
洗濯機 

5）保温材・保護管等を用い、給水管用をブルー、給湯管用をピ
ンク又はオレンジとして識別します。 

浴槽 

架橋ポリエチレン管 保温材、保護管等 

台所流
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！ 注意 
規定の温度・圧力範囲内で使用してください。規定の温
度・圧力範囲外での使用は機能低下や破損の原因とな
ります。 

 
   

 

５ 
 



（２）端末継手の取り付け 
1）間仕切り壁への取り付けの場合 

3）床への取り付けの場合 

（例１）       
床出しアダプター 

 （例１） 当て

 
当て

 
架橋 

ポリエチレン管 

床板 
床板 座付水栓 

エルボ 

 

架橋 

ポリエチレン管 

座付水栓 
エルボ 

 

架橋 
ポリエチレン管 ①床板に規定寸法の穴を開け、架橋ポリエチレン管を通し

ます。 
②架橋ポリエチレン管と床出しアダプターを接続します。 
③床出しアダプターをビス等で床に固定します。 

仕上げ

 

仕上げ

 

①架橋ポリエチレン管と座付水栓エルボを接続します。 
②座付水栓エルボをビス等で、当て木に固定します。 

（例２） 
床下取付 

アダプター 

パッキン 

2）ユニットバスへの取り付けの場合 
床板 ナッ

ト 

 

（例１） 架橋 

ポリエチレン管 
取付穴 

パッキン 
固定プレート 

パッキ

 ①床板に規定寸法の穴を開け、架橋ポリエチレン管を通し
ます。 

②架橋ポリエチレン管と床出しアダプターを接続します。 
③床出しアダプターをビス等で床に固定します。 

壁裏面 

壁貫通継手

架橋 

ポリエチレン管 

壁裏面 

1）～ 3）に示した末端継手の取り付けは一例であり、壁の厚
さや床上げ高さによって使用する部材が異なりますので、
それぞれの使用部材の取扱説明書をよく読んで取り付けて
下さい。 

39 

①ユニットバス壁裏に固定プレートを取付けます。 
②架橋ポリエチレン管と壁貫通継手を接続します。 
③継手を取付穴に差込み壁表面よりパッキンを通して
ナットにて締め付け固定します。 
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（3）ヘッダーの取り付け 
1）ヘッダーの取り付け場所の選定 
ヘッダーはパイプシャフト内に設ける場合と、室内に設ける
場合があります。パイプシャフト内では、そのスペースを確保
することと、防火区画貫通方法を予め考えておきます。室
内に設ける場合は、専用スペースを確保します。 
いずれも、継手や管などの接続作業が出来るスペースを
確保してください（スペースは43ページの図を参照して
ください）。 

3）ヘッダーとの接続方法 
①架橋ポリエチレン管Ｍ種の例 

手順及び作業内容 

1. ヘッダーに架橋ポ
リエチレン管用お
ねじアダプターを
接続します。 

ヘッダ

 

固定具 保護カバ

 

おねじアダプター 2. おねじアダプター
と架橋ポリエチレ
ン管を接続します。 

2）管の接続時の注意事項 
ヘッダーと管の接続は、端末継手を先に接続してから
行ってください。 

3. ヘッダーを固定し
ます。 保温・保護管 

(架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管) 
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②架橋ポリエチレン管Ｅ種の例 4）ヘッダーのスペース 

ヘッダーのスペースは下記の寸法を目安として下さい。 

1. 分岐５か所の場合 手順及び作業内容 

1. ヘッダーに融着ソケットまたは融着レジューサーを取り
付け後、架橋ポリエチレン管を差し込んで融着します。 

幅 高
 

奥行 
500mm×400mm×150mm 
程度のスペースを設け
てください。 2. ヘッダーを固定します。 

2. 分岐３か所の場合 
幅 高

 
奥行 

300mm×400mm×150mm 
程度のスペースを設け
てください。 

ソケット 固定具 保護カバ

 

5）保 温 
必要な場合は、保温カバー等でヘッダー、継手を保温してく
ださい。 融着       融着ソケット 

レジ

 

ーサ

 

保温・保護管 
（架橋ポリエチレン管） 

固定具 
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6）ヘッダーの納まり例 
①パイプシャフトでの納まり例
右図のように元ヘッ  
ダーの場合は、給湯器近
くのパイプシャフトや
オープンスペースに設
けます。 

なお隠蔽部に設置した場合は、点検や管の更新等を考慮
し下表の大きさ以上の点検口を設けてください。 

壁 

ヘッダ

 

（単位：mm） 

②室内での納まり例 
右図のように中間ヘッ
ダー（先ヘッダー）の場
合は、床下か、壁をふか
してヘッダースペース
を確保します。 

防火区画貫通措置方法はさや管ヘッダーシステム専用
の処理材を使用します（56頁参照）。 床（天井） 

ヘッダ
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口数 縦 横 

5口 400 500 

7口 400 600 

9口 400 700 

 



先分岐工法 

（1）先分岐工法の概要 
1）この先分岐工法は、集合住宅または戸建住宅などに適用
されます。 

給湯器 

給水 

2）配管は、給水用および温度95℃以下の給湯用に使用され
ます。 

給水 

給水管 

給湯管 

便器 

洗面

 

3）個々の水栓器具への給水・給湯の分配は、チーズ・エルボで
行います。 
保温剤、保護管等を用い、給水管用をブルー、給湯管用をピ
ンク又はオレンジとして識別します。 洗濯機 

浴槽 

台所流

 

架橋ポリエチレン管 保温材、保護管等 
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！ 注意 
規定の温度・圧力範囲内で使用してください。規定の温
度・圧力範囲外での使用は機能低下や破損の原因とな
ります。 

 
   

 

６ 
 



（２）端末継手の取り付け 
1）間仕切り壁への取り付けの場合 

3）床への取り付けの場合 

（例１）       
床出しアダプター 

（例１） 当て

 
当て

 
架橋 

ポリエチレン管 

床板 
床板 座付水栓 

エルボ 
座付水栓 
エルボ 

①床板に規定寸法の穴を開け、架橋ポリエチレン管を通し
ます。 

②架橋ポリエチレン管と床出しアダプターを接続します。 
③床出しアダプターをビス等で床に固定します。 

仕上げ

 

仕上げ

 

①架橋ポリエチレン管と座付水栓エルボを接続します。 
②座付水栓エルボをビス等で、当て木に固定します。 

（例２） 床下取付
ア 
ダプター 

 

2）ユニットバスへの取り付けの場合 
床板 ナッ

ト 

 

（例１） 架橋 

ポリエチレン管 
取付穴 

パッキン 
固定プレート 

パッキ

 ①床板に規定寸法の穴を開け、架橋ポリエチレン管を通し
ます。 

②架橋ポリエチレン管と床出しアダプターを接続します。 
③床出しアダプターをビス等で床に固定します。 

壁裏面 

壁貫通継手

架橋 

ポリエチレン管 

壁裏面 

1）～ 3）に示した末端継手の取り付けは一例であり、壁の厚
さや床上げ高さによって使用する部材が異なりますので、
それぞれの使用部材の取扱説明書をよく読んで取り付けて
下さい。 
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①ユニットバス壁裏に固定プレートを取付けます。 
②架橋ポリエチレン管と壁貫通継手を接続します。 
③継手を取付穴に差込み壁表面よりパッキンを通して 
ナットにて締め付け固定します。 
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  架橋 
ポリエチレン管 

架橋 
ポリエチレン管 

パッキン 

パッキン 

 



水圧試験 

試験圧力が0.75MPa  の場合 
架橋ポリエチレン管は、水圧試験を実施すると初期負荷設

定圧力より低下するため、以下の試験方法を推奨します。 
（1）配管の末端をプラグやその他の方法でふさいでくだ

さい。次に給水弁を開き満水にします。この時に配管
中の空気を排出する為にプラグをゆるめたり、弁を開
いてください。 

（2）配管にポンプで圧力を加えます。このとき、初期設定圧
力に達してから５分間保持してください。 
初期設定圧力：0.75MPa もしくは1.75MPa 
注：1.75MPa は水道器具の耐圧性能であり水漏れ検

査はこの値以下で行ってください。 
ただし器具付け後は水栓器具の止水性能が 
0.75MPa であることから、その値以下で水漏れ試験
を行ってください。 

（3）圧力保持後 60 分観察してください。 
・初期設定圧力が 0.75MPa の場合、60 分後の圧力が 

0.5MPa 以上であることを確認してください。 
・初期設定圧力が 1.75MPa の場合、60 分後の圧力が 

1.2MPa 以上であることを確認してください。 
60 分後の圧力が上記以下になった場合、漏水の可能
性があります。 

（4）合否の判定 
・各部材、接続部を目視および触感で確認し漏水、破
損などが無いことを確認してください。 

試験圧力が1.75MPa  の場合 
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水栓ボックス 

水栓 
床下配管

 ！ 凍結対策 

配管経路の水が凍結することがあり、凍結防止対策が必要
です。 
配管系統を建物の断熱境界内に設置し、周囲温度を常に 
０℃以上に保つことが基本ですが、更に安全を期すために 
①管内の水を抜いてください。 
②管内の温度を０℃以上に保ってください。 
③管内を常に流水状態に保ってください。 

等が望ましい処置ですが選定に当たっては、当該水道事業者
の規定や指針などがある場合はそれを遵守してください。 

配管勾配を設ける 

たわみ防止の支持を行う 

水抜きバルブ ヘッダー 

流水方向 支持金具等 

ヘッダー1次側は従来配管 

施工（水を抜きやすくするために次の配管をします） 
横引き配

 
配管には、先下がりの勾配をつ 天井配管例 

勾配1/100以上 

支持間隔0.5ｍ以

 

けてください。 
配管系の最上部に、吸気弁を取り
付けてください。 
固定間隔を小さく（0.5m 以内）し、
管の垂れ下がりを防止してください。 

吸気弁の取り付け場所 

配管の固定間隔 
吸気弁 

水抜栓 

排水管 

 

給水量水器 

トラップ 
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水撃対策 （３）配管の敷設順序 
1）流速の速い配管を優先してください。 

シングルレバー型水栓や一時止水機構付水栓を急閉鎖す
るとウォーターハンマーが発生することがあります。 

2）配管の敷設経路は最短距離を選んでください。 

（４）継手の接続 
架橋ポリエチレン管をさや管内に押し込み気味に接続し

てください。 
（１）管内流速 

1）管内流速が早くなるとウォー
ターハンマーも大きくなりま
す。流速が２ｍ/sec 以下になる
ように管口径または水圧を選
定してください。 

流速：２ｍ/sec 

（５）水撃緩衝器の使い方 
1）水撃緩衝器の使用は、ウォー
ターハンマーの軽減に効果が
あります。 

2）住戸入口の圧力は 0.2MPa 程度
を目安とするとよいでしょう。 2）水撃緩衝器の取り付けにあ

たっては、その効果を発揮
させるために水栓の直近、メ
ンテナンスのしやすい場所に
取り付けてください。 

水圧：0.2MPa 

（２）さや管使用時 
1）さや管と架橋ポリエチレン管と
の間に大きなすき間があると
ウォーターハンマーが起きた時
に音が発生することがあります。 （６）水栓器具の選定 

1）急開閉防止機能付水栓器具
の使用もウォーターハンマー
の軽減に効果があります。 

水撃緩衝

 2）通管性を考慮しながら出来る
だけさや管と架橋ポリエチレ
ン管の寸法差を小さくしてく
ださい。緩衝材の使用も効果
があります。 
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防火区画貫通部措置方法    

架橋ポリエチレン管・さや管など、可燃性の配管が防火
区画等を貫通する際には、国土交通大臣の認定を受け、一定の
延焼防止性能（1 時間耐火）を持った貫通部措置が必要で
す。さらに消防法告示に定められた特定共同住宅に該当す 
る建物（マンション等）の共住区画（住戸と住戸の間、共用 
部と住戸の間）等を貫通する際には、（一財）日本消防設備安 
全センターの評定を受けた貫通部措置が必要です。 
国土交通大臣認定・（一財）日本消防設備安全センター評 

定ともに、現場施工での使用材料・構造（壁・床、およびそれ
らの材質や厚さ等）・対象配管（材質・サイズ等）が認定  
書・評定書に記載された内容と合致してはじめて認定工
法・評定工法と言えます。それぞれの工法の内容をよく理解
し、正しく設計・施工する必要があります。 

   
   

架橋ポリエチレン管・さや管防火区画・共住区画貫通 
部措置の国土交通大臣認定工法・（一財）日本消防設備安全 
センター評定工法の例として、「フィブロック」、「耐
火 
シート（メッシュ付）」、「タイカブラック・パテエース」など
があります（詳しくは別途認定書・評定書・製品カタログ・技
術資料 覧 ）  

（共通注意事項） 

・さや管のサイズに適した防火部材をご使用ください。 
・適用配管以外は施工できません。 
・防火部材には配管の支持機能はありません。配管の支持固定は貫通部の
前後で、別途確実に行ってください。 
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架橋ポリエチレン管 施工ハンドブック 

平 成 28年 8月 15日 ホームページ版発行
平 成 29年 3月 4日  ホームページ版改訂
平 成 29年 7月 15日 ホームページ版改訂 
令 和 元年 8月 1日  ホームページ版改訂 
令 和  6年 3月 1日  ホームページ版改訂 

編集・発行   架橋ポリエチレン管工業会 
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